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終
戦
後
今
ま
で
八
回
、
ビ
ル
マ
に
慰
霊
巡
拝
に
行
き
ま

し
た
が
、
恩
人
宮
本
曹
長
戦
死
の
地
は
治
安
が
悪
く
、
残

念
な
が
ら
行
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
達
の
連
隊
長
・
第
一
一
二
連
隊
長
棚
橋
大
佐
は
「
は

号
作
戦
」
の
時
、
無
線
機
破
損
の
た
め
連
絡
取
れ
ず
、
独

断
撤
退
し
た
の
が
抗
命
と
見
ら
れ
、
辻
参
謀
に
詰
問
さ
れ

内
地
召
喚
と
な
り
ま
し
た
。

戦
後
進
駐
軍
は
連
隊
の
マ
ユ
半
島
ブ
チ
ド
ン
に
お
け
る

戦
闘
を
称
賛
し
、
詳
細
を
聞
こ
う
と
し
て
召
喚
さ
れ
た
こ

と
を
大
佐
は
戦
犯
容
疑
と
勘
違
い
し
割
腹
自
殺
し
ま
し

た
。
進
駐
軍
は
大
い
に
惜
し
ん
だ
と
の
こ
と
で
す
。
プ
チ

ド
ン
の
勇
戦
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
評
価
を
得
た
の
で
す
。

私
の
体
験
談
を
少
し
で
も
皆
さ
ん
に
聞
い
て
貰
い
た

く
、「
テ
ー
プ
」
に
収
め
て
、
あ
ち
こ
ち
の
集
会
の
席
上

で
、
私
の
拙
い
話
を
聞
い
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

亡
く
な
っ
た
宮
本
曹
長
、
金
田
軍
曹
等
戦
友
の
御
霊
安

か
れ
と
偲
び
つ
つ
、
生
業
で
あ
る
農
業
に
励
み
つ
つ
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
少
し
で
も
役
立
と
う
と
思
い
、
老

人
ク
ラ
ブ
等
の
世
話
役
を
や
ら
せ
て
貰
っ
て
い
ま
す
。

悲
惨
な
り

ビ
ル
マ
戦
線

兵
庫
県

戸

田

義

明

私
は
天
下
の
名
城
、
姫
路
城
を
朝
な
夕
な
眺
め
て
育
ち

ま
し
た
。
家
族
は
両
親
の
下
に
、
私
が
長
男
で
弟
三
人
、

妹
二
人
の
八
人
家
族
で
し
た
。
住
居
は
、
第
十
師
団
司
令

部
の
あ
る
市
の
中
心
部
で
、
城
南
に
練
兵
場
が
あ
り
、
歩

兵
第
三
十
九
連
隊
と
師
団
通
信
第
十
連
隊
が
あ
り
ま
し

た
。
城
北
に
は
広
い
練
兵
場
が
、
東
西
南
北
そ
れ
ぞ
れ
一

千
メ
ー
ト
ル
で
、
北
の
半
分
が
騎
兵
第
十
連
隊
、
野
砲
兵

第
十
連
隊
、
輜
重
兵
第
十
連
隊
が
あ
り
ま
し
た
。
な
お
工

兵
隊
の
第
十
連
隊
と
歩
兵
第
十
連
隊
は
岡
山
に
あ
り
、
鳥

取
、
島
根
の
一
部
を
含
む
歩
兵
第
六
十
三
連
隊
が
第
十
師

団
管
区
で
し
た
。

幼
少
の
頃
か
ら
兵
隊
さ
ん
の
軍
靴
の
響
き
を
子
守
歌
の

よ
う
に
し
て
成
長
し
ま
し
た
。
練
兵
場
に
蛙
や
ト
ン
ボ
を
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採
り
に
入
っ
て
も
、
中
心
部
の
方
へ
行
く
と
親
に
叱
ら
れ

ま
し
た
。

因
み
に
第
十
師
団
管
区
に
も
、
終
戦
時
ま
で
の
編
成
部

隊
は
、
第
十
師
団
（
鉄
兵
団
）、
第
五
十
四
師
団
（
兵
兵

団
）、
第
一
一
〇
師
団
（
鷺
兵
団
）、
第
十
七
師
団
（
月
兵

団
）
等
々
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
天
下
に
勇
名
を
轟
か
せ
善

戦
激
闘
し
ま
し
た
。
終
戦
時
に
は
第
十
師
団
管
区
の
関
連

部
隊
は
、「
赤

」「
金
剛
」「
総
武
」「
山
城
」「
那
智
」

「
護
朝
」「
護
路
」「
国
」「
椿
」
等
々
の
符
号
が
つ
い
て
い

た
と
聞
き
ま
し
た
。

兵
庫
県
青
野
ケ
原
、
岡
山
県
日
本
原
、
蒜
山
高
原
、
鳥

取
県
大
山
山
麓
か
ら
根
雨
方
面
及
び
弓
ケ
浜
半
島
に
海
軍

基
地
並
に
航
空
隊
基
地
等
々
が
あ
り
、
軍
部
の
暴
走
で
、

全
国
民
、
人
も
物
資
も
動
員
さ
れ
、
全
国
土
は
戦
場
と
化

し
、
一
億
玉
砕
覚
悟
の
様
相
で
し
た
。

私
は
十
八
歳
で
志
願
し
て
軍
人
に
な
り
ま
し
た
。
検
査

結
果
は
甲
種
合
格
で
、
そ
の
年
の
暮
れ
近
い
頃
に
入
隊
し

ま
し
た
。「
輜
重
兵
第
十
連
隊
第
三
中
隊
へ
入
隊
せ
よ
」

の
通
知
が
来
ま
し
た
。
自
宅
か
ら
徒
歩
で
数
分
の
所
に
部

隊
が
あ
り
、
軍
人
の
出
入
り
、
訓
練
の
様
相
を
絶
え
ず
見

聞
き
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
完
全
に
把
握
し
て
い

る
と
思
い
軽
い
気
持
ち
で
入
隊
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
意

に
反
し
て
厳
格
そ
の
も
の
で
吃
驚
し
ま
し
た
。

教
官
か
ら
の
訓
示
は
「
上
官
の
命
令
は
天
皇
陛
下
の
命

令
だ
。
絶
対
服
従
。
貴
様
等
は
志
願
兵
だ
。
生
命
を
君
国

に
捧
げ
る
べ
く
し
て
入
隊
し
た
の
だ
。
他
の
軍
人
の
範
と

な
る
べ
し
。
精
励
せ
よ
」
で
し
た
。
教
育
係
下
士
官
が
教

官
以
上
に
張
り
切
っ
て
、
強
い
言
葉
で
激
励
さ
れ
ま
し

た
。
次
に
教
育
係
の
助
手
の
古
参
兵
が
（
こ
れ
が
一
番
苦

手
だ
っ
た
）
起
居
は
勿
論
、
軍
人
勅
諭
に
始
ま
り
、
典
範

令
、
刑
法
懲
罰
令
に
至
る
ま
で
、
頭
に
入
れ
ろ
で
し
た
。

し
ご
か
れ
ま
し
た
。

輜
重
隊
は
、
古
く
明
治
の
日
清
、
日
露
戦
役
以
来
「
輜

重
輸
卒
」
を
指
揮
す
る
の
が
輜
重
兵
で
し
た
。
輸
卒
と
は

完
全
な
弾
薬
、
糧
秣
、
薬
品
等
の
運
搬
を
行
う
の
み
で
、
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戦
場
に
立
ち
向
か
っ
て
行
か
な
い
の
で
す
。
そ
の
彼
ら
を

護
り
、
そ
の
業
務
を
完
う
さ
せ
る
の
が
輜
重
兵
で
し
た
。

昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）
年
よ
り
輜
重
兵
連
隊
の
任
務

に
大
改
革
が
行
わ
れ
、
従
来
の
臂
力
搬
送
、
馬
力
搬
送
、

馬
輛
搬
送
を
機
動
力
重
点
に
代
え
、
自
動
車
隊
を
増
設

し
、
今
ま
で
の
挽
馬
二
個
中
隊
増
設
で
輜
重
兵
第
十
連
隊

と
格
上
げ
さ
れ
ま
し
た
。
同
じ
頃
に
騎
兵
隊
が
捜
索
連
隊

と
改
編
さ
れ
、
今
ま
で
の
軍
馬
一
本
槍
か
ら
、
自
動
車
と

軽
戦
車
に
変
わ
っ
た
の
で
す
。
自
分
達
は
第
一
期
の
自
動

車
兵
で
し
た
。

厳
し
い
第
一
期
の
検
閲
も
終
了
。
中
隊
長
よ
り
呼
び
出

さ
れ
「
貴
君
は
実
に
良
く
頑
張
っ
て
お
る
。
知
っ
て
の
ご

と
く
自
動
車
隊
は
誕
生
し
た
ば
か
り
だ
。
幹
部
が
不
足
し

て
い
る
。
ぜ
ひ
下
士
官
候
補
者
と
し
て
受
験
せ
よ
」
で
し

た
。
同
じ
軍
隊
で
飯
を
喰
う
の
な
ら
、
兵
よ
り
上
官
の
方

が
「
責
任
は
重
い
、
良
か
ろ
う
」
と
下
士
官
候
補
生
教
育

を
受
け
、
見
事
合
格
で
し
た
。

東
京
の
戸
山
学
校
で
下
士
官
教
育
を
受
け
、
新
設
自
動

車
教
育
が
増
え
た
関
係
で
教
官
も
一
生
懸
命
で
し
た
。
自

分
達
生
徒
も
遅
れ
を
と
る
な
と
必
死
に
頑
張
り
ま
し
た
。

昭
和
十
五
年
の
秋
風
が
吹
く
頃
に
、
陸
軍
伍
長
の
新
し
い

襟
章
を
つ
け
て
原
隊
へ
復
帰
し
ま
し
た
。
同
期
の
戦
友
で

は
、
最
優
秀
者
が
一
選
抜
の
上
等
兵
で
、
他
は
す
べ
て
一

等
兵
で
し
た
。
諸
勤
務
に
責
任
が
重
な
る
た
め
、
一
心
不

乱
に
精
励
あ
る
の
み
で
し
た
。

昭
和
十
八
年
六
月
ま
で
中
部
第
五
十
四
部
隊
第
三
中
隊

に
て
、
現
役
兵
、
補
充
兵
、
教
育
召
集
兵
等
を
入
れ
替
わ

り
立
ち
替
わ
り
教
育
係
下
士
官
と
し
て
勤
務
し
ま
し
た
。

「
山
本
五
十
六
元
帥
、
南
国
の
空
に
散
華
」
さ
れ
国
葬

が
取
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
南
方
戦
線
の
戦
闘
が
激
化
。
中

国
大
陸
も
南
北
全
域
に
戦
線
が
拡
大
し
、
ビ
ル
マ
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
独
立
や
マ
レ
ー
、
ス
マ
ト
ラ
、
ジ
ャ
ワ
、
ボ
ル

ネ
オ
、
セ
レ
ベ
ス
等
々
大
東
亜
共
栄
圏
構
想
と
共
に
全
方

面
に
多
量
の
軍
隊
が
出
動
と
な
り
ま
し
た
。
自
分
達
の
第

五
十
四
師
団
は
兵
団
秘
匿
号
は
「
兵
（
ツ
ワ
モ
ノ
）」
で

出
動
し
ま
し
た
。

営
庭
よ
り
歩
武
堂
々
と
行
進
し
、
多
く
の
知
人
友
人
に
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見
送
ら
れ
ま
し
た
。
護
国
神
社
に
戦
勝
祈
願
を
行
い
、
城

南
練
兵
場
に
各
部
隊
が
集
結
し
ま
し
た
。
姫
路
駅
頭
よ
り

列
車
に
乗
り
込
み
宇
品
ま
で
直
行
、
輸
送
船
に
各
兵
科
、

兵
団
毎
に
乗
船
し
ま
し
た
。
ド
ラ
の
音
を
後
に
し
て
出
港

し
ま
し
た
。
時
に
昭
和
十
八
年
の
夏
で
し
た
。

関
門
海
峡
を
通
過
し
て
五
島
列
島
か
ら
沖
縄
列
島
の
島

影
に
寄
り
添
う
ご
と
く
南
進
し
、
台
湾
に
寄
港
し
給
水
等

を
し
ま
し
た
。
南
シ
ナ
海
で
は
敵
の
攻
撃
に
対
処
す
る

「
対
空
・
対
潜
」
の
監
視
哨
を
数
多
く
配
備
し
て
南
進
し

ま
し
た
。
そ
し
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
港
に
到
着
し
ま
し
た
。

輸
送
船
団
の
半
数
は
兵
員
を
上
陸
さ
せ
て
、
空
船
に
現
地

諸
物
資
を
満
載
し
て
内
地
へ
搬
送
す
る
由
。
自
分
達
の
乗

船
は
、
そ
の
ま
ま
で
マ
レ
ー
半
島
の
西
海
岸
の
イ
ン
ド
洋

を
北
上
し
、
マ
ル
タ
バ
ン
湾
か
ら
ビ
ル
マ
の
ラ
ン
グ
ー
ン

へ
と
海
上
輸
送
さ
れ
、
無
事
上
陸
で
き
ま
し
た
。

全
車

揚
陸
と
同
時
に
、
各
中
隊
、
時
に
は
小
隊
単
位

で
、
自
兵
団
の
弾
薬
、
糧
秣
、
薬
品
等
を
奥
地
の
前
線
基

地
へ
と
、
輸
送
に
昼
夜
兼
行
で
敢
行
し
ま
し
た
。

日
本
軍
空
軍
力
は
低
下
の
一
途
を
辿
り
、
払
暁
か
ら
日

没
ま
で
、
敵
機
の
爆
音
に
最
大
の
注
意
を
払
っ
て
の
行
動

と
な
り
ま
し
た
。
時
あ
た
か
も
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
の
開
始

を
に
ら
ん
で
、
米
支
連
合
軍
が
優
秀
な
火
器
を
持
っ
て
進

軍
し
て
来
ま
し
た
。
空
軍
も
三
千
機
を
有
し
て
い
ま
し

た
。
英
印
連
合
空
軍
も
千
機
で
あ
る
。
そ
の
上
、
曳
行
グ

ラ
イ
ダ
ー
八
〇
機
で
、
後
方
に
降
下
す
る
と
い
う
戦
法
を

敢
行
し
て
き
ま
し
た
。
敵
な
が
ら
天
晴
で
す
。

制
空
権
は
完
全
に
敵
の
掌
中
に
あ
り
。
こ
れ
よ
り
は

「
名
誉
な
転
進
」
に
非
ず
、「
不
名
誉
な
退
却
戦
法
」
を
と

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ビ
ル
マ
は
南
に
イ
ン
ド
洋
、
西

に
英
領
イ
ン
ド
、
北
に
中
国
、
東
に
ラ
オ
ス
と
タ
イ
、
そ

の
南
に
細
長
く
マ
レ
ー
シ
ア
が
あ
り
、
一
番
南
端
が
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
と
い
う
。
国
内
は
イ
ラ
ワ
ジ
河
が
、
ラ
ン
グ
ー

ン
か
ら
中
国
の
国
境
が
分
水
嶺
で
、
そ
の
水
量
は
満
々
た

る
大
河
で
す
。
東
部
に
サ
ル
ワ
イ
ン
河
が
あ
り
こ
れ
も
大

河
で
す
。
水
源
は
中
国
雲
南
省
で
す
。

山
脈
は
西
に
ア
ラ
カ
ン
の
大
密
林
山
脈
が
あ
り
、
東
に
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シ
ャ
ン
山
系
が
聳
え
立
ち
、
中
間
に
ベ
グ
ー
山
系
が
あ

る
。
シ
ャ
ン
山
と
ベ
グ
ー
山
の
中
間
に
シ
ッ
タ
ン
河
が
流

れ
、
か
な
り
の
水
量
で
す
。
こ
れ
ら
の
河
川
沿
岸
は
当
然

の
ご
と
く
集
落
が
で
き
、
街
と
な
る
。
大
河
イ
ラ
ワ
ジ
も

上
流
で
二
つ
に
分
か
れ
、
チ
ン
ド
ウ
イ
ン
河
も
大
河
だ
。

こ
れ
は
イ
ン
ド
と
の
国
境
近
く
を
流
れ
る
。
勿
論
国
境
線

は
急
峻
な
ジ
ャ
ン
グ
ル
山
岳
地
帯
で
す
。
イ
ン
パ
ー
ル
へ

の
進
攻
、
撤
退
は
机
上
の
作
戦
で
し
た
。

当
時
の
ビ
ル
マ
出
陣
の
部
隊
は
（
秘
匿
名
）

ビ
ル
マ
方
面
軍
「
森
」

「
林
」
軍
下

「
祭
」「
烈
」「
弓
」
他
直
轄

「
策
」
軍
下

「
兵
」「
牡
」
他
直
轄

「
昆
」
軍
下

「
菊
」「
竜
」「
高
」
他
直
轄

「
安
」「
厳
」

方
面
軍
直
轄

「
狼
」「
貫
徹
」「
敢
威
」

そ
の
他
等
々
三
十
二
万
余
の
皇
軍
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
戦

場
に
お
い
て
「
地
獄
絵
」
を
体
験
し
ま
し
た
。

因
み
に
戦
没
者
十
九
万
八
百
九
十
九
柱
、
生
還
者
十
三

万
七
千
余
人
（
戦
誌
よ
り
）。
ビ
ル
マ
全
戦
場
で
各
兵
科

は
任
務
以
上
の
大
活
躍
し
ま
し
た
が
敗
退
し
ま
し
た
。

懐

古

南
冥
の

廟
の
国
に

散
り
逝
き
し

い
く
さ
敗
れ
て

戦
友
か
え
ら
ず

（
戦
友
詠
ず
。
吾
も
共
感
す
）

ア
ラ
カ
ン
山
脈

エ
ン
ジ
ン
の
唸
り
は
高
く

補
給
路
は

七
曲
が
り
尚
も
登
り
ぬ

降
れ
ば
泥
濘

吹
け
ば
砂

弾
は
恐
れ
ぬ

お
れ
た
ち
も

泣
け
た
悪
路
の
幾
百
里

よ
く
ぞ

こ
こ
ま
で
乗
り
越
え
た

流
石
自
慢
の

自
動
車
隊

爆
音
は

今
宵
聞
こ
え
ず

山
深
み

仰
ぐ
中
天

十
字
星
煌
め
く

絶
壁
の

真
下
ラ
イ
ト

点
々
と

闇
の
峠
路

き
ら
き
ら
続
き
ぬ

密
林
に

交
通
哨
の
灯
一
つ

ほ
の
か
に
見
え
て

補
給
路
尾
根
に
入
る
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戦
友
は

皆
不
眠
の
疲
れ

血
走
る
眼

確
か
な
ハ
ン
ド
ル
を
握
る

千
尋
の

谷
に
朝
霧

湧
き
立
ち
て

徹
夜
輸
送
の

明
け
ゆ
か
ん
と
す

ほ
の
ぼ
の
と

明
け
ゆ
く
山
波

は
て
し
な
く

ア
ラ
カ
ン
連
山

紫
に
映
ゆ

軍
馬
の
戦
い

ペ
グ
ー
山
中
に
入
っ
て
間
も
な
く
、
砲
車
を
牽
く
軍
馬

を
見
る
。
御
者
に
尻
を
鞭
打
た
れ
、
口
角
泡
を
吹
き
な
が

ら
砲
車
を
牽
く
。
車
輪
は
泥
に
捉
え
ら
れ
轍
痕
は
動
か
な

い
。
突
然
、
御
者
は
馬
の
背
に
跨
り
姿
勢
を
正
し
、
片
手

を
中
天
に
挿
頭
し
「
前
へ

進
め

」
と
鋭
く
号
令
す

る
（
あ
た
か
も
平
時
の
馬
匹
訓
練
の
ご
と
く
）。

軍
馬
は
聞
き
耳
を
立
て
、
号
令
一
下
、
渾
身
の
力
を
四

股
に
か
け
砲
車
を
牽
く
。
砲
車
は
一
瞬
な
る
も
動
い
た
。

さ
ら
に
御
者
が
号
令
を
発
す
る
。
軍
馬
は
懸
命
に
砲
車
を

牽
く
。
こ
の
状
景
に
し
て
悲
壮
感
溢
れ
る
。

ま
さ
に
鬼
神
も
哭
く
軍
馬
の
死
闘
で
あ
る
。
自
分
は
暫

時
戦
線
を
忘
れ
（
物
言
わ
ぬ
軍
馬
に
有
難
う
）、
そ
の
後

こ
の
軍
馬
に
再
見
せ
ず
、
異
国
の
地
に
て
草
む
す
屍
と
な

ら
れ
た
と
思
う
。
不
憫
の
一
語
に
つ
き
る
。

行
け
ど
も
行
け
ど
も
生
い
茂
る
竹
林
と
雑
木
林
が
続

き
、
降
り
し
き
る
雨
は
肌
を
ぬ
ら
し
、
身
体
を
横
た
え
る

場
所
も
な
い
。
前
者
に
お
く
れ
ぬ
よ
う
に
追
随
し
、
進
路

は
泥
濘
が
脚
を
さ
ら
う
。
路
傍
に
は
力
尽
き
果
て
地
に
伏

す
戦
友
の
屍
、
幾
百
千
後
を
断
た
ず
。
こ
れ
ぞ
ま
さ
に
現

世
の
地
獄
絵
で
あ
る
。

昭
和
二
十
年
七
月
二
十
三
日
未
明
、
朝
霧
の
中
に
、
降

り
続
く
長
雨
、
シ
ッ
タ
ン
河
は
両
岸
を
突
き
破
る
が
ご
と

く
、
激
流
渦
巻
き
滔
々
と
流
れ
る
。
ま
る
で
魔
物
の
潜
む

か
の
ご
と
し
。

夕
景
と
な
り
、
残
月
の
薄
明
か
り
で
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら

対
岸
の
村
ザ
ロ
ー
キ
が
見
え
る
。
先
兵
は
筏
で
渡
河
決
行

せ
よ
と
、
六
人
一
組
で
、
木
竹
を
組
み
合
わ
せ
て
装
具
を

乗
せ
、
各
自
は
水
中
に
入
り
、
片
手
で
筏
に
取
り
す
が

り
、
残
る
片
手
と
体
力
で
一
生
懸
命
に
櫂
と
な
り
進
む
。

404



 

V
02D

00 L
:H
E
G
U
1528 405 89/03/10/09:50:54 H

E
G
U
1528 bun p366-

か
ぼ
そ
く
や
せ
た
腕
や
足
に
全
力
を
出
し
て
激
流
に
押
し

流
さ
れ
な
が
ら
も
前
進
す
る
。
水
中
に
呑
ま
れ
た
者
は
数

知
れ
な
い
。

対
岸
で
小
舟
一
隻
を
確
保
、
十
人
位
が
乗
れ
る
。
両
舷

に
腰
を
落
と
し
て
、
片
手
を
水
中
に
差
し
伸
ば
し
て
櫂
と

な
し
懸
命
に
漕
ぐ
。
将
も
兵
も
な
し
。
全
員
力
闘
し
て
濁

流
を
乗
り
き
り
進
む
。
流
木
等
に
衝
突
す
る
と
転
覆
だ
。

運
を
天
に
ま
か
せ
て
協
力
作
戦
だ
っ
た
。

先
遣
隊
の
誘
導
よ
ろ
し
く
渡
河
成
功
。
付
近
の
反
乱
軍

を
撃
退
し
同
地
区
を
確
保
す
。
本
隊
は
悠
々
と
渡
河
成
功

と
な
る
。

停
戦
命
令
が
出
た
と
知
ら
さ
れ
、
真
偽
の
程
は
不
明
で

あ
っ
た
。
数
日
後
に
英
印
軍
に
よ
っ
て
武
装
解
除
さ
れ

た
。
収
容
所
を
再
三
転
々
と
し
た
。

メ
ー
ク
テ
ー
ラ
ー
収
容
所
で
、
中
央
に
一
本
の
柳
の
よ

う
な
木
が
あ
り
、
ち
ょ
う
ど
格
好
の
集
会
所
だ
っ
た
。
あ

る
日
の
こ
と
、
一
人
の
男
が
こ
の
木
の
根
元
辺
り
が
少
し

「
黄
色
だ
」
と
言
い
出
し
た
。
見
れ
ば
誰
の
目
に
も
は
っ

き
り
と
黄
色
で
あ
る
。
シ
ャ
ベ
ル
で
掘
っ
た
。
約
五
十
セ

ン
チ
程
の
所
か
ら
白
骨
の
遺
体
が
出
た
。
日
本
人
の
遺
骨

だ
と
判
明
し
た
。
傍
ら
に
腐
蝕
し
た
対
戦
車
地
雷
が
あ
っ

た
か
ら
だ
。
俗
に
ア
ン
パ
ン
と
呼
ば
れ
、
最
も
強
力
な
戦

車
地
雷
で
、
丸
い
扁
平
な
形
を
し
た
黄
色
火
薬
爆
弾
で

あ
っ
た
。

彼
は
任
務
を
遂
行
し
、
敵
戦
車
に
肉
迫
攻
撃
を
敢
行
、

身
は
敵
弾
に
倒
れ
、
爆
薬
と
共
に
今
こ
の
国
の
土
と
化
せ

し
か
。
遺
骨
を
収
集
し
、
全
員
の
祈
り
の
中
荼
毘
に
付

し
、
英
軍
の
手
で
日
本
に
送
り
返
し
て
く
れ
る
よ
う
に
手

配
を
依
頼
し
た
。
認
識
票
も
な
く
、
彼
に
も
親
が
有
っ
た

だ
ろ
う
。
時
に
は
妻
子
が
あ
る
か
も
と
、
思
え
ば
心
は

千
々
に
乱
れ
た
。
た
だ
御
冥
福
を
祈
る
の
み
で
し
た
。

待
ち
に
待
っ
た
復
員
の
日
が
来
た
。
キ
ャ
ン
プ
撤
収

後
、
予
定
さ
れ
た
列
車
の
乗
車
場
所
へ
と
行
進
し
、
し
ば

ら
く
列
車
到
着
を
待
っ
た
。
線
路
脇
に
、
現
地
人
の
老
若

男
女
が
約
三
十
人
程
、
私
達
を
見
送
っ
て
く
れ
て
い
た
。

皆
「
日
の
丸
」
の
小
旗
を
持
っ
て
小
さ
な
声
で
「
勝
っ
て
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く
る
ぞ
と
勇
ま
し
く
」
の
軍
歌
を
唄
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
集
落
の
人
た
ち
に
は
、
日
本
軍
は
良
い
事
を
行
い
、

好
印
象
を
与
え
た
の
だ
。

別
れ
を
惜
し
ん
で
手
製
の
「
日
の
丸
」
と
軍
歌
で
の
見

送
り
。
私
は
心
中
深
く
感
謝
の
礼
を
申
し
上
げ
、
手
を

振
っ
て
「
さ
よ
な
ら

」
と
叫
ん
だ
。

ラ
ン
グ
ー
ン
港
よ
り
宇
品
へ
と
復
員
完
了
で
す
。

遠
く
ビ
ル
マ
の
果
て
ま
で

福
島
県

庄

司

武

夫

私
は
、
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
四
月
十
日
、
福
島

県
耶
麻
郡
熱
塩
加
納
村
大
字
米
岡
字
中
川
原
戊
に
お
い
て

生
ま
れ
ま
し
た
。

昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）
年
徴
兵
検
査
で
甲
種
合
格
、

陸
軍
の
野
砲
兵
と
な
り
ま
し
た
。
昭
和
十
八
年
四
月
十

日
、
仙
台
野
砲
第
二
連
隊
第
四
中
隊
第
四
班
へ
現
役
入
営

で
す
。

私
が
入
営
し
た
当
時
の
私
の
家
族
の
状
況
は
、

父

健
在

農
林
業

母

健
在

農
林
業

長
兄

健
在

中
支
へ
従
軍
出
征
中

次
兄

健
在

会
津
鉱
業
会
社
従
業
員

本
人

健
在

会
津
鉱
業
会
社
従
業
員

と
い
う
訳
で
、
私
が
兵
役
の
た
め
家
を
抜
け
る
こ
と
は
、

経
済
的
に
楽
で
は
な
か
っ
た
。

さ
て
、
入
営
に
当
た
っ
て
は
戦
争
初
期
の
よ
う
な
賑
や

か
で
盛
ん
な
歓
送
は
な
く
、
実
父
と
二
人
の
み
で
加
納
駅

か
ら
会
津
若
松
｜
郡
山
｜
仙
台
と
列
車
に
乗
り
、
衛
門
前

で
父
と
別
れ
第
四
中
隊
へ
入
営
。
内
地
部
隊
に
は
四
カ
月

間
在
隊
し
、
ビ
ル
マ
に
い
た
勇
第
一
三
〇
七
部
隊
へ
転
属

に
な
り
ま
し
た
。

内
地
に
い
た
期
間
は
要
約
す
れ
ば
「
根
性
」
で
頑
張
り

通
し
ま
し
た
。
入
営
前
に
村
の
年
寄
り
や
兄
貴
分
の
在
郷

軍
人
の
人
々
か
ら
、
種
々
と
軍
隊
に
つ
い
て
耳
に
タ
コ
が

で
き
る
程
、
人
の
嫌
が
る
ひ
ど
い
、
つ
ら
い
生
活
と
言
う

こ
と
を
聞
い
て
い
た
。
何
く
そ
男
な
ら
頑
張
っ
て
「
根
性
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